
輸出規制ポリシー
お買い求め頂いた商品、技術あるいはソフトウェア（以下、「本製品」という）の輸出、再輸出、移転等にあたっては、輸出国の輸出管理
法令（日本からの輸出の場合は「外国為替及び外国貿易法：外為法」）及び関連する国際間の輸出並びに再輸出規制等の遵守が義務付けら
れています。
トプコンから本製品をご購入頂いたお客様におかれましては、本製品の海外への輸出、再輸出、移転について輸出許可が必要か否かお客
様御自身で判断され、必要に応じて輸出許可証や他の公的な認証等の取得、及び税関への届け出等を実施して下さい。当該政府からの必
要な輸出許可を取得しないまま、あるいは輸出管理関係当局からの認証等を受けないままに本製品をキューバ、イラン、北朝鮮、シリア
もしくはスーダンへ輸出することはできませんので、その旨ご承知置き下さい。
また、以下の URL で指定された制限顧客リスト掲載の顧客に対する本製品の引渡し、使用許諾、移転あるいは再輸出は法律で禁じられて
います。

https://www.bis.doc.gov/index.php/policy-guidance/lists-of-parties-of-concern
https://eeas.europa.eu/topics/common-foreign-security-policy-cfsp_en
http://www.meti.go.jp/policy/anpo/law_document/tutatu/t10kaisei/130830kaisei_userlist_kohyo.pdf

また、大量破壊兵器として規制されているミサイル、無人航空機、核爆発装置あるいは原子力推進プロジェクト、生物・化学兵器等の製
造・開発・使用、もしくは禁止されているその他のいかなる最終用途の為に本製品を使用することは法律で禁じられています。詳細につい
ては次の URL を御参照下さい。

https://www.bis.doc.gov/index.php/regulations#ear

購入の際は、下記の品がすべて揃っているかご確認ください。

各部の名称安全にお使いいただくために

① 本体. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1
② バッテリーホルダー DB-80 . . . . . . . . 1
③ レンズキャップ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1
④ 工具ケース. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1
⑤ 精密ドライバー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1
⑥ レンズ刷毛. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1
⑦ 六角レンチ（1.3 ㎜ /2 ㎜ /2.5 ㎜）. . 各 1
⑧ 調整ピン. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1
⑨ ワイピングクロス . . . . . . . . . . . . . . . . . 1
⑩ クイックマニュアル（本紙）. . . . . . . . 1
⑪ 格納ケース. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1
⑫ 背負いベルト. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1

※ 乾電池は別売りです。

標準構成品

1037002-01-A

・ 本機の取扱説明書（PDF 形式）は下記の URL からダウンロードして、必ずお読みください。
https://positioning.topcon.co.jp/jp/document/manual/
閲覧には、Adobe Reader が必要です。Adobe Reader は、アドビシステムズ株式会社の
ホームページからダウンロードしてください。

・ 本書中の社名や商品名は各社の商標または登録商標です。

クイックマニュアル

DT-300シリーズ
本書および製品には、製品を安全にお使いいただき、お客様や他
の人々への危害や財産の損害を未然に防ぐために、守っていただ
きたい事項が表示されています。その表示の意味は次のように
なっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

表示の意味

全体について

 警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、使用者が死亡
または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

 注意
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、使用者が傷害
を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が予
想される内容を示しています。

 この図記号は注意（警告を含む）を促す事項があることを示していま
す。この図の中や近くに、具体的な注意内容が書かれています。

 この図記号は禁止事項があることを示しています。
この図の中や近くに、具体的な禁止内容が書かれています。

 この図記号は必ず行っていただきたい事項があることを示しています。
この図の中や近くに、具体的な指示内容が書かれています。

 警告


禁止

炭坑や炭塵の漂う場所、引火物の近くで使わないでください。爆発の恐
れがあります。


分解禁止

分解・改造をしないでください。火災・感電・ヤケド・レーザー被ばく
の恐れがあります。


禁止

望遠鏡で太陽を絶対に見ないでください。失明の原因になります。


禁止

望遠鏡で反射プリズムなど反射物からの太陽光線を見ないでください。
失明の原因になります。


指示

格納ケースに本体を入れて持ち運ぶ際には、必ず格納ケースのロックを
すべて掛けてください。本体が落下してケガをする恐れがあります。

 注意


禁止

格納ケースを踏み台にしないでください。すべりやすくて不安定です。
転げ落ちてケガをする恐れがあります。


禁止

格納ケース本体やベルトが傷んでいたら機器を収納しないでください。
ケースや機器が落下して、ケガをする恐れがあります。


禁止

垂球を振り回したり、投げたりしないでください。人に当たりケガをす
る恐れがあります。


指示

ハンドルは本体に確実に取り付けてください。ゆるんでいるとハンドル
を持ったときに本体が落下して、ケガをする恐れがあります。
本機は以下のバッテリーを使用することができます。

・ 単三アルカリ乾電池４本（別売り）
・ バッテリー BDC71（特別付属品）

乾電池の装着


・ 電池交換は 4 本同時に行ってください。
・ 古い電池と新しい電池を混ぜて使用しないでください。

1. バッテリーホルダー（DB-80）のカバーを上側に
スライドさせて取りはずす

2. 乾電池の端子の向きをイラストに合わせて入れる

3. バッテリーホルダーのカバーを閉じる

4. 同様に反対側のカバーをスライドさせて、乾電池
を入れる

5. バッテリーホルダーのカバーを閉じる

バッテリーの準備
電源について

三脚について

 警告


分解禁止

バッテリーや充電器は分解・改造をしたり、強い衝撃・強い振動を与え
たりしないでください。発火・火災・感電・ヤケドの恐れがあります。


禁止

端子をショートさせないでください。大電流による発熱や発火の恐れが
あります。


禁止

充電器に衣服などを掛けて充電しないでください。発火を誘発し、火災
の恐れがあります。


禁止

表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災・感電の
原因になります。


禁止

指定されているバッテリー以外使わないでください。火災・破裂・発熱
の原因となります。


禁止

傷んだ電源コード・プラグ、ゆるんだコンセントは使わないでくださ
い。火災・感電の恐れがあります。


禁止

指定されている電源コード以外は使わないでください。火災の原因にな
ります。


指示

バッテリーの充電には、専用の充電器を使ってください。他の充電器を
使うと、電圧や＋－の極性が異なることがあるため、発火による火災・
ヤケドの恐れがあります。


禁止

バッテリーや充電器などを他の機器や他の用途に使用しないでくださ
い。発熱・発火による火災・ヤケドの恐れがあります。


禁止

バッテリーや充電器などを火中に投げ込んだり、加熱したりしないでく
ださい。破裂してケガをする恐れがあります。


指示

バッテリーを保管する場合は、ショート防止のために、端子に絶縁テー
プを貼るなどの対策をしてください。そのままの状態で保管すると、
ショートによる火災やヤケドの恐れがあります。


禁止

バッテリーや充電器の端子が水にぬれた状態で使わないでください。接
触不良、ショートによる火災・ヤケドの恐れがあります。


禁止

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の恐れがあり
ます。

 注意


禁止

バッテリーからもれた液に触らないでください。薬害によるヤケド・カ
ブレの恐れがあります。

 注意


指示

機械を三脚に止めるときは、定心かんを確実に締めてください。不確実
だと機械が落下して、ケガをする恐れがあります。


指示

機械をのせた三脚は、蝶ねじを確実に締めてください。不確実だと三脚
が倒れ、ケガをする恐れがあります。
バッテリーの装着（DB-80

1. バッテリーカバーのボタン

2. バッテリーの端子の向きを
押し付けて装着する


・ バッテリーを斜めに挿し込

リーの端子を破損すること

3. カバーを閉じる

「カチッ」と音がするのを確認
レーザーについて


・ 取扱説明書（PDF）の「レーザー製品を安全にお使いいただく

ために」も併せてお読みください。


禁止

三脚の石突きを人に向けて持ち運ばないでください。人に当たり、ケガ
をする恐れがあります。


指示

三脚を立てるときは、脚もとに人の手・足がないことを確かめてくださ
い。手・足を突き刺して、ケガをする恐れがあります。


指示

持ち運びの際は、蝶ねじを確実に締めてください。ゆるんでいると脚が
伸び、ケガをする恐れがあります。

 警告


禁止

この取扱説明書に書かれた手順以外の操作や調整は、危険なレーザー放
射の被ばくをもたらす恐れがあります。


禁止

故意に人体に向けて使用しないでください。レーザー光は眼や人体に有
害です。万一、レーザー光による障害が疑われるときは、速やかに医師
による診察処置を受けてください。


指示

測定をするときは、常に射出方向に人がいないことを確認してくださ
い。


禁止

レーザー光を直接のぞきこまないでください。眼障害の危険がありま
す。


禁止

レーザー光を凝視しないでください。眼障害の危険があります。


禁止

レーザー発光中に、望遠鏡でプリズムおよび反射板などを見ないでくだ
さい。レーザー光軸と望遠鏡視準軸は同軸になっており、反射したレー
ザー光が接眼レンズにより集光するため、失明の恐れがあります。

 注意


指示

始業点検、一定期間ごとの点検・調整を行い、正常なレーザー光が射出
される状態で使用してください。


指示

測定時以外は、電源を切るか、レーザー射出口をキャップなどで遮断す
るようにしてください。


指示

廃棄する場合は、レーザー光を出さないように通電機能を破壊するなど
の処置をしてください。


指示

レーザー製品は、車を運転する人や歩行者の目の高さを避けて使用して
ください。レーザー光が不意に目に入ると、まばたきによって不注意状
態を生じ、思わぬ事故を誘発する恐れがあります。


指示

鏡・ガラス窓など強く反射する構造物に、レーザー光が当たらないよう
にしてください。レーザーの反射光も人体に有害です。


指示

レーザー照準機能を使った場合は、使用後必ずレーザー射出を OFF に
してください。電源を OFF にしてもレーザー照準機能のレーザー光は
自動で OFF になりません。
）

を押しながら開く

確認して、本体に

むと本体やバッテ
があります。

してください。

バッテリーカバー

バッテリー



1. 1 点目のターゲット A の方向に機械を向け、
ターゲットを視準する

2. 〔0 SET〕を 2 回押し、1 点目 A を水平角
0° に設定する

ターゲットAの水平角が0°00'00"にセットさ
れます。

3. 2 点目 B を視準する

求める B の水平角と鉛直角が表示されます。

V      90°10’20”

HR    120°30’40”

A

V      90°10’20”

HR      0°00’00”

B

V      92°10’20”

HR    160°40’20”

■表示マークの説明

表示 表示内容 表示 表示内容
V 鉛直角 8AVG 倍角回数 / 平均値表示

HR 水平角（右回り） TILT チルト ON 時
HL 水平角（左回り） F ファンクションモード時
Ht 倍角測定 % 鉛直角パーセント表示

表示部

バッテリーの準備
各部の名称

14

15

16

17

11

12

13

18
19

20

21
22

2020

10

1

2
3

4

5

6

7

8

9

ファンクションモード時、
キーは、これらの機能と
なります。

■操作キーの説明

■調整・条件設定モードへのキー操作方法

キー 機能 キー 機能（ファンクションモード時）

〔 〕 電源スイッチ 〔REP〕 倍角測定モード

〔FUNC〕
キーの機能をファンクションモー
ドにする

〔 〕 表示器・レクチルの照明 ON/OFF

〔R/L〕 水平角右回り／左回りの切り替え 〔 〕 点滅桁を左へ移動する

〔V/%〕
鉛直角表示
鉛直角の勾配（%）表示切り替え

〔 〕 点滅桁を右へ移動する

〔HOLD〕 水平角のホールド 〔 〕 点滅桁を増加する

〔0 SET〕 水平角のゼロセット

モード キー操作方法

鉛直角 0 点調整モードに入る 〔0 SET〕を押しながら〔 〕を押す

条件設定モード 1 に入る 〔R/L〕を押しながら〔 〕を押す

条件設定モード 2 に入る 〔V/%〕を押しながら〔 〕を押す

電源ON/OFF

1. 電源を ON にする

電源スイッチ（POWER キー）を押して電源を ON します。

約 1 秒間初期状態が表示された後、測角モードになり、水平角（HR）が表示されます。

〔V/%〕を押すと鉛直角の値が表示されます。


・ 必ずバッテリー残量表示を確認してください。バッテリー残量が少ないときは、バッテリー

を交換してください。

 注意
・ 電源を OFF にしてもレーザー照準機能のレーザー光は自動で OFF になりません。

レーザー照準機能を使った場合は、使用後必ずレーザー射出を OFF にしてください。

HR    342°03’00” 

V      11°50’00” 

HR    342°03’00” バッテリー残量表示

1 ハンドル
2 ハンドル固定ねじ
3 照準器
4 機械高マーク
5 バッテリーカバー
6 円形気泡管
7 整準ねじ
8 表示部

（DT-309LF の表示部は片側のみ）
9 求心望遠鏡 
10 対物レンズ（レーザー照準機能あり）

11 合焦つまみ
12 接眼カバー
13 望遠鏡固定つまみ
14 望遠鏡微動つまみ
15 操作キー
16 水平微動つまみ
17 水平固定つまみ
18 整準台
19 センタリング固定ねじ
20 棒状気泡管
21 レーザー光軸調整ねじキャップ
22 望遠鏡接眼レンズつまみ

操作キー

角度測定
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